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規格特性 

使用例 

4367

共同受信用UHF特定地域用混合器 

規格は改良により、変更させていただくことがありますので、
あらかじめご了承下さい。 

FM・1～12・13～29 

6.0以下 
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75（F形） 

27.2～60.5 

－10～＋40 

0.45

共同受信用UHF特定地域用混合器 

23～62 

6.0以下 

15以上（FM・ch.1～12・13～19） 

0、－10

取扱説明書 
このたびはDXアンテナ製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。 

DXアンテナの製品を正しく理解し、ご使用いただくために、 
ご使用の前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。 
お読みになった後は、いつでも見られるところに必ず保存してください。 
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4367

植
木 

品 名  

品 番  

 

使 用 チャン ネ ル  

通過帯域損失（dB） 

阻止帯域減衰量（dB） 

アッテネータ（dB） 

入出力インピーダンス（Ω） 

適合マスト径（㎜） 

使用温度範囲（℃） 

質　　　　　量（kg） 

15以上（ch.51～62） 

0、－10

サイズ 頁　数 印刷種類 刷り色 製本要領 
A5 4 軽オフ スミ 2ツ折 

部品コード：2601522801

※共同受信システムでは、施設の規模や伝送方式の違い
によって、このほかに何種類もの方法が考えられます。 
　詳しくは販売店もしくは工事店にご相談ください。

映像 

CS/BS-IF・UHF・ 
VHF/FM4分配器 

←DC＋15V

〈一般のテレビ放送〉 〈衛星放送〉 

ブースタ 

BS・110度CSアンテナ 

AC100V

音声 

出力 

UV混合器 

電源装置 

地上波・BS・110度CS 
デジタルハイビジョン 
チューナ 

ch.1～12・13～29 ch.23～62

製品の特長 
�FM・ch.1～12・13～29の電波とch.23～62の電波を
混合します。 
�入力の通電スイッチにより、前置増幅器への通電が可能です。 
�入力信号は、内蔵アッテネータ（入力信号減衰器）により、
電界強度の強い地域でも使用可能です。 
�デジタル放送対応。 
�アルミダイカストケースの採用で耐久性に優れています。 

安全上のご注意 

△記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は警告または注意）が描かれています。 

　記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な禁止内容（左 
図の場合は接触禁止）が描かれています。 

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容 
（左図の場合は注意して行なってください）が描かれています。 

可能性が想定される内容を示しています。 
この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 警告 

特性図 

VHFアンテナ 
（大阪局） 

UHFアンテナ 
（京都局、松尾山局） 

MU5501YD

UHFアンテナ 
（大阪局、奈良局） 

※この製品を廃棄する場合は、産業廃棄物として 
　処理してください。 

※この使用例の場合、チューナやTVのCS/BSア
ンテナコンバータ用電源は「切」に設定してく
ださい。 

※入力1、2端子ともに前置増
幅器を使用しない場合は、
通電切換スイッチをOFFに
してください。 

�この製品を煙突の付近や高温になる場所には設置しないでください。燃えたりして、
火災や破損の原因となります。 

�テレビ受信関連工事には技術と経験が必要ですので、お買い上げの販売店もしくは
工事店にご相談ください。 

�高所など足場の悪い場所で設置作業をする際は、十分注意してください。 
　転倒などでけがをする場合があります。 

�不安定な場所に設置しないでください。　 
　落ちたりして、けがの原因となります。 

�この製品に接続する同軸ケーブルには電流が流れることがありますので、途中には
通電形機器以外を挿入しないでください。回路やケーブルがショートして、火災や
感電の原因となります。もし、通電形機器を挿入する場合は、通電端子をよく確か
めてお使いください。 

入力1 入力2

前置増幅器 

イラストは、実際の商品と
形状が異なる場合があります。 

2分配器 

UV

UV

UV

CS/BS-IF・UV 
分波器 

CS/BS-IF
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